
理 由 

 

 本地区は、関越自動車道及び東毛広域幹線道路（国道３５４号）に接し、関越自動  

車道の高崎玉村スマートインターチェンジに近接するなど、主要幹線道路に加えて高  

速道路網への優れたアクセス性を有する土地の区域であることから、県央広域都市計  

画圏都市計画区域マスタープランに基づく適切な土地利用規制・誘導を行っていく必  

要がある。 

特に、玉村町では昭和４８年１月２３日付け首都圏整備法に基づく都市開発区域の  

指定を受けるとともに、首都圏整備計画（平成２８年３月国土交通省）において「首  

都圏の近郊整備地帯及び都市開発区域の整備に関する法律に基づく工業団地造成事業 

については、北関東地域における広域ネットワークの整備を契機とし新たに事業着手  

している地区があることも踏まえ、対流型首都圏の構築のため、引き続き制度の的確  

な運用を図り計画的な市街地整備や産業立地等を推進する。」とされていることから、  

産業地として利便性の高い操業環境の創出と保全を図るため、 都市計画事業として工 

業団地を造成しようとするものである。 


